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〇ドイツの職業教育

職業教育法に基づき公的職業学校での研修と、企業でのOJTを
並行して行い、理論と実践の両面から教育（デｭアルシステム）

＜学校での研修＞
・ブロック研修（１回２週間程度の研修を年間12週ほど実施）
・造林学、林業機械学、人間工学、将来木施業を理解するための
実習など木材生産に関わる専門科目を中心に、動植物等の保護
や景観保全、マーケティング、法律、経済学、社会学等を学ぶ

＜企業でのOJT＞
・企業と訓練契約２～３年の訓練契約を結び見習生として研修
・年間最低100日以上実施する必要があり、実施すべき専門科目
と最低実施日数が決められている

・林業は、公的機関が担う部分が大きい(他産業は企業)が特徴
背景：小規模な企業では見習生の指導体制の整備が不十分であり、代わっ

て林業教育センターが受け入れる割合が高い。

※労働安全に関しては、学校と企業にて、安全な労働環境、安
全装備の意義、メンテナンス方法、作業負担軽減のための作業
手順などを繰り返し学習

ドイツにおける林業労働力の教育制度

〇ドイツにおける林業労働者

＜林業作業士（フォレストビルド）＞
・作業指示書に基づき、多様な森林サービスを発揮できる作
業を自身で計画、準備、実行できる専門労働者。ドイツ全
州で働くことができる。

・公的職業学校での中間･修了試験（筆記･実技）に合格して
林業作業士の国家資格取得

＜職工長（フォアアルバイター）＞
・作業班の現場監督者。作業班ごとに配置が義務付けられる。
・林業就業後３年を経て職場の推薦を得て、３週間のフォア
アルバイター研修を受講し資格を取得

＜マイスター＞
林業作業士として２年以上の実務経験を経て、９カ月の

研修を履修し試験に合格してマイスターの国家資格取得
マイスターは、①給料が10～15％上昇、②事業体からの

求人で有利、③見習生の指導ができる（マイスターが行う
ことが必須）という利点

〇 Albstadt市における職業教育の例

・市では、若者の都市への流出や鉄鋼業との競合があり、
林業の見習生の確保に課題。このため、広報活動や職業体
験、インターンシップの受入れ等の活動を積極的に行い人
数確保に努めている。

・これらの取組は見習生と職種のミスマッチの防止に貢献し
ており、毎年２～３名の見習生を受入れ。

・見習生は、研修終了後に市に直庸作業員として、あるい
は地元の林業事業体に就職。

資料：「ドイツにおける林業労働力の教育制度の実態 日林誌102:281-287 
2020」、「 ドイツ、バーデンビュルグベルグ州における森林技術者養成・
研修制度 九州森林研究No.63 2010」、滝沢裕子岩手大学特別助教への聞
取りをもとに作成

〇企業が林業作業士を雇用する意義

安全に作業を行うことができる林業作業士の雇用が、企業
側にとってのリスクの回避につながるとの認識



〇保護具の購入支援

・シュタイアーマルク州では、研修の受講を条件に、
林業作業用の保護ズボンやチェーンソーブーツ等
の購入を支援。

オーストリアにおける林業労働力の教育制度等

〇研修制度

・オシアッハ森林研修所（連邦政府系の独立法人が運営）及びピピル研
修所（シュタイアーマルク州の農林会議所が運営）では、森林専門作
業員及び森林マイスターの取得のための研修を実施。

・農業環境教育大学では、指導者向けの継続教育として、高度教育講座
を年間を通じて複数開講している。

資料：令和3年度新たな現場の作業安全対策の実現に向けた調査
委託事業報告書、鳥取オーストリア視察・調査報告書(H28.3)、
2019年度職員海外派遣事業報告書（オーストリア先進的林業
調査）(2020.2)をもとに作成

〇労働安全関係

・ハーベスタを用いた伐採方法（チェーンソーを使
用しない）は、生産性・安全性が高く、オースト
リアでは木材生産の15～20％を占める。

・農家の従事者は一般に安全教育を受けている割合
が低く、災害の発生の割合が高いことから、その
対応が課題。

〇オーストリアにおける林業労働者

＜森林作業員＞
１週間程度の研修を受講する必要。

＜森林専門作業員＞
森林専門作業員になるには、５週間の講習受講後、３年間の実習を

経て、資格取得可能。

＜森林マイスター＞
森林マイスターになるには、森林専門作業員として３年以上、又は

資格なしで７年以上の林業経験を積んだ者で、11週間の講習受講を経
て後に森林マイスターの受験可能。
オーストリアの林業は、農家の兼業・副業が多く、自ら作業する

ケースが５割を超えるが、外注・委託をする場合は、森林マイスター
教育を修了して資格を取得した自営業主が作業する必要がある。


